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　 3 歳の 1 学期の事例で、「空間の使い方」をテー
マに分析したことがあるが、今回は 3 歳児の一人
ひとりの思いに着目したい。
　この時の 3 歳児クラスは男の子十人のうち八人
ぐらいが電車が好きで、毎日、木製線路をつなげ
る電車ごっこで遊んだ。写真の場面では二人の児
の電車の色が赤ばかりだが、この人たちが赤が欲
しかったのではなく、別の一人が緑と青ばかり独
占するので結果的に赤になっている。でも、けん
かするほどではないというような様子であった。
保育者も「毎日毎日、みんな好きだねえ」と電車ごっ
こを受け入れていた。
　ある日、線路をつないでいき、保育室の出口で
ちょうど線路を使い切り行き止まりになったとこ
ろ、ある児がそこに立って「電車でお外も行きた
いなあ…」とつぶやいていたことがあった。でも、
どちらかというとインドア派の児で、「外に出して
いい？」などとは言わない人だった。「この人、電
車と一緒だったら外に行くのかな」と思わされた。
　そこで、機会があったら電車で外まで出て行け
るようにと考え、「線路が足りない」と言われた時
はいつでも「いいよ」と言おうと思い、線路とほ
ぼ同じぐらいの大きさの紙を切って部屋に置いて
おいた。
　そうしたある日、別の児がやはり線路がなくなっ
て「終点だぁ」って言ったので、「こういうのがあ
るけど、つないでみようか」と紙を出したところ、
受け入れられた。紙だったので、階段もくねくね
つないで線路は部屋から出て行ったが、子どもた
ちは部屋からの延長なので上履きのまま出ていっ
た。
　その翌日、「先生、昨日のあれ、やっていい？」
と申し出があり、紙を出したら園庭に延々とつな
いでいった。子どもたちは下を向いてセロテープ
で貼っているので、紙がなくなりそうになると慌
てて保育者が紙を切って出していった。子どもた
ちは上履きのままなので砂のほうには行かないで、
部屋と庭の中間地点をどんどんどんどん、どんど
んどんどん、うつむきながらつないでいった。す
ると、頼んでいないのに、年長児が年長組の保育
室の前に並んでいた植木鉢やプランターをどかし
てくれた。どかせない大きな障害物の直前では、
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紙を90度に貼り付けることで線路が向きを変えた。
　年長児・年中児が近寄ってきて、砂で山を作っ
たり段差を作ったり、いろいろ手伝ってくれた。
年長児が手伝うと複雑になり、線路に分岐点が出
来て他方面に伸びていったので、紙は何百枚の単
位で使った。
　降園間近になると、「ガタン、ガタン」と言いな
がら、長時間かかってバックして保育室まで帰っ
た。スタートした保育室に後戻りする子どもの姿
に驚かされた。後戻りを始めた姿をみて、自分で
区切りを付けているこの人たちには時間がかかっ
ても任せようと思った。
　入園後間もない比較的インドア派の人たちが、
外に走って飛び出していくのではなく、保育室で
の遊びの延長として少しずつ外に出て行った。靴
を履き替えることなど考えもせずに出て行って、
ちゃんと保育室まで戻り、自分たちの部屋は保育
室だと思いながら過ごしたという事例であった。
ぱっと飛び出していってからじわっと自分の空間
にしていく人と、ぴょんと行って自分の居場所を
作ってつないでいく人がいると思うが、この人た
ちは前者であった。まず線で伸びていき、ゆくゆ
く面の活動になっていく。保育室から園庭の「お山」
に紙の線路をつないで行った人が、次は保育室に
直行せずに自分の好きな別の所に行った辺りで、
活動場所が面になっていった。
　その後も電車ごっこはずいぶん続いた。暑い日
に水遊びをしていたら、水の中にまで線路を貼っ
ていく人がおり、水遊びの人も線路を受入れ、「ガ
タン、ガタン」と言いながら水中まで出て行った
りした。別の日には線路が立体的になり、積み木
を重ねて高架が作られた。また園庭の「お山」で
ござを敷いて自分たちのお家を作った際には、そ
こから紙でつないで線路を作って、大好きな花壇
の畑を目指して下りて来た。
　梅雨の雨天時には、保育室から廊下に出た。幼
稚園は古い建物なので敷居があって段差がある。
そこも飛ばさず何とかして乗り越えられるように、
細かく積み木使ってやっと出て行った。突き当り
では曲がらずに、消防ホースの収納箱まで行き、
その下で曲って広い廊下に出て行った。レールが
足りなくなったとき、保育者は他のクラスに借り
に行ったが、子どもたちは保育室にある積み木と
ブロックをつないで延ばしていたので、借りてき
た線路はそのまま返却した。
　何かをつなぎながら外に出て行き保育室と外と
をつないでいく、そういう人たちだった。
　 2 学期の雨の日、隣の組にも線路があると分かっ
ており、勝手に隣の組から線路を借りてきてつな
いでいた。このときには「向こうまで行く」と宣
言し、突き当たりの奥の方まで行くと決めてどん
どんつないでいった。そのうち線路が足りなくな
り、仕方がないので保育者がスタート地点にあっ
た物をまた籠に入れて、先に持って行っていた。
年長児は変だと思って「あれ？」と言うが、年少
児たちは平気だった。とにかくゴールしたいから、
目の前にあるのをどんどんつないでいった。ずーっ
とつないで目的地の突き当たりまで行ったときに
は降園時間が迫っていた。「良かったね、終わりに
しよう」と提案すると、「ここで曲がります」と言っ
て終了にならない。このときは、曲がるのは止め
てもらい「あとは年長さんにやってもらおう」とか、
「続きはお願いしよう」と言って年長児に依頼して
終わりにした。
　この事例では、この人たちが電車好きであるこ
とに保育者も付き合おうと考えており、部屋の中
にいることが多い人をどうやって広げていくのか
と課題意識をもって過ごしていたので、「ああ、こ
の人たちはこうやって広げていくんだ」というこ
とを、一緒に付き合うなかで知ることが出来た。
付き合いながら、子どもたちの力にも随分と驚か
され、やはり子どもと一緒に作ったという思いが
強い事例である。
　この子どもたちは、年中組になると部屋にある
もう少し大きい積み木をつないだり、段ボールの
電車に自分が乗るなどして遊び、広義の電車ごっ
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こは続いた。
　集団生活の中では、その人らしさまで子ども自
身が見つけなければならないが、自分が自分の中
にため込んできたものがその人らしさとして表れ
る。保育者は、やはりそれを出させてあげたい。
　また、いろいろな出来事が重なり合って、子ど
もたちは、線路に象徴された秩序なり、「あ、これ
はまずいぞ」とか、「こうしないほうが楽しいな」
とか、「こうしたほうが心地いいな」とか、生活の
中の経験からその人の感覚を通して学ぶ。最初か
ら集団での心得を指導するのではなく、その人が
今まで持ってきたものを集団の中で出してから修
正していくことだと思う。
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